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９月定例会 皆さんの生活にかかわる大切な事柄について、市長その他の執行機関から
報告や説明を求めました。内容をダイジェストで紹介します。

その他の質問
●10歳未満・10歳代のコロナ感染症拡大に伴う小・中学校の
　在り方について
●児童の通学路における交通安全の確保について
●本市における豪雨対策について
●富山米の概算金減額が本市の農業に及ぼす影響について
●射水市観光振興計画について

問①ⅰ▶ ＤＸを活用し、「移動
手段が県内一確立された射水
市」を目指すことが、若者の移
住・定住の促進や高齢者の移動
手段の支援につながると考える。
選ばれるまちの推進に向けて早
急に取り組むべきと考えるが見
解を伺う。
答 ▶ 本市ＤＸビジョンの「つ
ながる地域交通」で想定される
事業は、自家用車を所有・運転
しなくても生活できる便利な地
域交通の実現であり、高齢者や
障がいのある方、学生、子どもな
どあらゆる市民の利便性が大幅
に向上すると考える。これにより
カーボンニュートラル※の実現も
目指すものである。加えて利便
性や先進性が高い魅力あるま
ちは、若者の移住・定住の促進
において大きなアドバンテージ
を持つと考えている。事業実現
に向けて庁内職員による「自動
運転・公共交通ワーキンググ
ループ」を設置したところであり、
この中で調査・研究・実施に向
けた検討を行っていく。
問②▶ 公民連携の手法を活用
し、財政負担を軽減しつつ、公
共施設の用途の多様化や多機
能化に取り組まなければならな
い。今後、市政の様々な領域に
おいて公民連携の取組を進める

必要があると考えるが見解を伺う。
答 ▶ 人口減少等に伴い財政
的制約が、今後強まると想定さ
れる中、市民ニーズの多様化、
高度化に伴う行政需要の増大も
重なり、公民連携の重要性は高
まると考える。公共施設の多様
化、多機能化を含め公共交通、
環境、福祉、ＤＸなどの様々な分
野で民間事業者との連携を深
めることは、本市のまちづくりの
可能性を大きく広げるものと考
える。民間事業者がアイデアを
提案しやすい仕組みの構築や
第３次総合計画への位置付けも
含め公民連携の推進を図っていく。
問③▶ 本市が取り組んでいる
ひきこもり支援事業の現状と就
労に関する今後の取組について
伺う。
答 ▶ 昨年７月、市社会福祉
協議会内にふくし総合相談セン
ター「すてっぷ」を開設し、サ
ポート事業を開始した。昨年度
は、33名の方に対し延べ272件
の就労や健康、居場所に関する

代表質問
【自民党新政会】

山 崎　晋 次 議員

1
実現すべき未来構想について
ⅰ　マイカーのいらない移動手段の確立
　　について

2
公民連携によるまちづくりと
今後の公共施設の多様性・多機
能性について

3 ひきこもり支援対策の現状と今後の取組について

相談があり、情報提供や関係機
関へのつなぎ、訪問支援や同行
支援などを行った。また、ひきこ
もりサポーター養成講座を開催
し35名が受講した。公認心理
師等による専門相談会を11回
実施し、24件の相談があった。
加えて自立相談支援では29名
の利用があった。本年９月から
市社会福祉協議会に新たにアウト
リーチ支援員※を配置し、自宅
に伺い、本人との信頼関係を築
き、丁寧な支援ができる体制と
した。就労相談については、本
人の生活リズムを整え、一定の
時間に事業所や地域活動の場
への参加を試みるなど社会参
加に向けた支援を段階的に行う
事が重要と考える。今後もひき
こもり状態の解決に向けて長期
的な視点も併せ支援したい。

の文字については最終ページに用語解説があります。※
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その他の質問
●令和４年度射水市一般会計予算編成について
●自然災害対策について
●衛生センターの整備について
●新型コロナウイルスワクチン接種推進、感染拡大防止対策に
　ついて
●鏡宮地内水道管漏水について
●学校教育について
●消防指令業務の共同運用について

問①▶ 総合計画後期実施計画
期間が１年短縮されることによ
る各施策への影響や事業の進
め方、及び、第３次総合計画の
現在の進捗状況について伺う。
答 ▶ １年前倒しにより影響
を受ける事業は、予算編成の結
果を踏まえて、新たな総合計画
実施計画の初年度に必要な事
業費を計上することとなるが、取
組の歩みを止めることなく引き
継ぐ。本年７月から「まちづくり
ミーティング」や「タウンミーティ
ング」を開催してきた。現在、市
民5,000人を対象とした「市民
意識調査」を実施している。総
合計画審議会は、公募委員の募
集を開始するなど委員の人選を
進めており、本年12月頃の第１
回審議会開催を目指し、総合計
画見直し方針の取りまとめや既
存計画の検証など、策定作業を
加速させてまいりたい。

問②▶ 中枢中核都市としての
国からの具体的な支援とその効
果及び本市における中枢中核都
市としての役割について伺う。
答 ▶ 国からの具体的な支援
としては、フットボールセンター
の整備にあたり中枢中核都市に
指定されていたことで、地方創
生関連交付金の交付額が２億円

程度増額された。また、省庁横断
チームによるハンズオン支援※

では、太閤山地区のリノベーショ
ンが採択され、指導助言を得な
がら計画を策定した。これらの
各種支援を受けながら本市の
特性を生かしたまちづくりを推
進するとともに、引き続き東京
圏への人口流出抑制に努め、と
やま呉西圏域全体の経済を支え
る等、本市が中枢中核都市とし
て活力ある地域社会を維持する
ための拠点地域としての役割を
果たしてまいりたい。

問③▶ ＤＸビジョンでは、全国
の地方都市のモデルを目指すと
のことである。想定される事業
には、多くの課題が存在すると
思う。今後の取組の進め方につ
いて伺う。
答 ▶ ＤＸビジョンでは、令和
７年度の未来を想像し、多くの

代表質問
【自民議員会】

島 　正 己 議員

1 第３次射水市総合計画について

2 中枢中核都市について

3 ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進について

人が集い、交流し、笑顔があふ
れ、幸せを実感できる「魅力あ
ふれるまち」を目指し、重点的
に取り組む戦略等を示している。
デジタル機器が苦手な方や操作
に不慣れな方が取り残されるこ
とが無い様、全ての人がＤＸによ
るメリットを享受出来るよう配
慮する。
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その他の質問
●工事資材変動に伴う市の対応
について

その他の質問
●市街化区域内の宅地開発と防
犯灯や交通標識等について
●街なかベンチについて

問①▶ これまでの使い道につい
て伺う。

問①ⅰ▶ 要配慮者※の福祉避難所※

への直接避難について伺う。

答 ▶ これまで２か年度で合計
16億円を計上し、市民生活支援
事業をはじめ、事業者支援や地
域活性化事業、感染拡大防止対
策事業などを実施している。
問②▶ アンケート調査や実績
データをどのように生かしていく
のか。

答 ▶ 今定例会に提案している
商工団体が行う消費喚起を目的
としたプレミアム商品券発行事業
に支援するなど、商工団体や事業
者の声を捉え、地域経済の活性
化に的確に取り組んでまいる。
問③▶ 現在学校の在り方につい
て具体的に取り組んでいる学校は
あるのか。また、その進捗状況に
ついて伺う。

答 ▶ 放生津・新湊小学校区の
児童数が急激に減少していく状況
を受け、昨年度から放生津小学
校、新湊小学校のＰＴＡ役員や、
放生津・新湊・庄西地区の自治会
長などに対し、児童数の状況や今

答 ▶ 福祉避難所※となる施設
本来の機能の維持も必要であり受
入人数も限られることから調整せ
ずに直接避難することは難しいが、
速やかな避難に向け防災訓練など
を通じ施設との連携を強化していく。
問①ⅱ▶ 保育園・幼稚園において、
浸水等災害時に保護者がすぐに迎
えに行けない場合の対応について
伺う。

答 ▶ 保護者が迎えに来られな
いなど、施設にとどまらざるを得な
い場合は、施設内の安全な場所で
救助を待つなど安全確保に努める。
問①ⅲ▶ 同様に小中学校での対応
について伺う。

答 ▶ 想定される浸水以上の階
に避難し救助を待つ。保護者に連
絡が取れるまで学校に待機させる。
問①ⅳ▶ 被災時の安否不明者の公
表について伺う。

答 ▶ ＤＶ被害者の住所が特定
されるなどの課題もあり、県から示

加 治　宏 規 議員

高 畑　吉 成 議員

1
新型コロナウイルス感染
症対応地方創生臨時交付
金について

1

災害の備えについて
ⅰ 福祉避難所※について
ⅱ 浸水発災時の園児の安全確保
について

ⅲ 浸水発災時の児童生徒の
安全確保について

ⅳ 被災時の安否不明者の公表
について

ⅴ 停電時の避難所のトイレの
使用について

ⅵ 避難所におけるFreeWi-Fi
の設置状況について

2
キャッシュレス決済ポイ
ント還元・消費喚起事業
（PayPay）について

3 小中学校の在り方について

4 空き家バンクについて

一般質問

一般質問

後の見込、小規模校のメリット・
デメリット等を示しながら、意見
交換会を開催している。保護者や
地域と課題を共有し、ご理解を得
ながら、子ども達にとって望まし
い教育環境の実現に向けて意見
交換を進めてまいりたい。
問④▶ これまでの空き家バンク
登録物件数と売買成約件数につ
いて伺う。

答 ▶ 平成20年度にバンクを開
設し、これまで329件の空き家等
の登録を行い、本年８月末までの
売買件数は234件となっている。
なお、令和３年８月末現在の登録
件数は53件となっている。

される公表基準等を踏まえ検討する。
問①ⅴ▶ 停電時の避難所のトイレ
の使用について伺う。

答 ▶ 収容者数の多い避難所54
施設のうち、小中学校など19施設
において停電の影響を受けると考
えられることから、発電機や仮設
トイレのレンタルで対応する。
問①ⅵ▶ 避難所のFreeWi-Fiの設置
状況について伺う。

答 ▶ 一次避難所では73施設中
65施設で設置済みである。

空き家
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その他の質問
●放課後児童クラブについて

その他の質問
●気候非常事態宣言・ゼロカー
ボンシティ宣言について

問①▶ ＤＸの推進にあたっては、
市民の利便性の向上が図られる
事業となることはもちろんである
が、デジタル技術の利用が困難な
高齢者・生活困窮者などの問題に
も配慮して、十分な理解を得なが
ら進めるべきと考えるが見解を伺
う。

問①▶ 通学路の安全確保につい
て伺う。

答 ▶ 千葉県八街市で発生した
児童の死傷事故を受け、文部科
学省が示した見通しのよい道路
や幹線道路の抜け道になってい

答 ▶ デジタル技術の活用は、
高齢者などにも大きな便益が得ら
れるものと考えており、本ビジョン
で示しているように、スマートフォ
ンなどのデジタル機器の操作に不
慣れな方や、お持ちでない方が取
り残されることがないよう、希望
するすべての人が恩恵を享受でき
るよう配慮していく。

問②▶ 自然豊かな公園にある薬
勝寺池の池干しを昭和59年に実
施してから37年経過するが、池の
水草の刈り取りや堆積物の除去
等について見解を伺う。

答 ▶ 公園面積の約３分の１を
占める池には、種類が豊富な水生
植物やフナが生息し、池の周辺に
は様々な昆虫などが生息しており、
水や緑などの自然的な要素を活
かした公園であると認識している。
池の堆積物の除去については、７
年前に富山県立大学に依頼し、水

る道路など車の速度が上がりや
すい箇所や大型車の侵入が多い
箇所など、新たな観点を踏まえた
危険箇所の抽出を、全小中学校
で終了し、77の危険箇所が提出さ
れてきたところである。今後、提出
された危険箇所について、各道路
管理者や警察、学校と連携し、現
地確認も含めた合同点検を10月
初旬までに行う。その後、対策案
を検討・作成し、内容に応じて道
路管理者などの関係機関に対し
要望を行っていきたい。
問②▶ 新型コロナウイルス感染症
対策について伺う。

答 ▶ 本市におけるワクチン接
種の進捗状況については、９月６
日現在で12歳以上の対象者全体
では、２回目接種率が47.4パーセ
ントであり、約半数の方が接種を
終えている状態である。先行接種
の取組状況については、４月から

小 島　啓 子 議員

不 後　 昇 議員

1 射水市ＤＸビジョンについて

1 通学路の安全確保について

2 薬勝寺池の環境整備について

2 新型コロナウイルス感染
症対策について

一般質問

一般質問

質、生態系などの調査を行い、直
ちに浚渫が必要な状況ではなく、
水草取りによる維持管理を適正
に行うことと報告を受けている。
加えて毎年、市で実施しているた
め池に係る水質調査の結果にお
いても基準値を満たしていること
から、今のところ緊急性は低いと
考えている。

高齢者施設入所者・施設従事者
等、幼稚園・保育園等従事者、小
中学校教職員、ひとり親の方など
約5,000人の接種を行った。また、
ひとり暮らしの高齢者等の予約漏
れがないよう地域振興会や民生
委員児童委員協議会など関係団
体の協力を得て予約等支援事業
に取り組み、更に９月からは、大
学受験や高校受験を控えた生徒
合わせて約1,200人のほか、妊婦
の接種も行っている。
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この中で引き続き協議を重ねていく。
問③▶ 本市の米の取引価格が下
落しているが、現状及び今後の対
応について伺う。

答 ▶ 本市の現状は、いみず野
農業協同組合における令和２年
産米の在庫数量が約120トンで
概ね販売契約済であり、昨年同月
と同じ状況である。国の動向を注
視し、関係機関と連携しながら引
き続き水田農業の経営安定対策
に取り組んで行く。

その他の質問
●防犯灯の設置について
●保育園や放課後児童クラブで
のクラスター対策について

その他の質問
●2022年度から導入予定の小学
校５・６年生での教科担任制の
導入について

問①▶ 洪水ハザードマップを踏
まえて、想定浸水深や避難所への
誘導標識を電柱などに明示して

問①ⅰ▶ 本市はこれまで、太陽光
発電、木質・もみ殻バイオマス等
の再生可能エネルギーの設置や

はどうかと考えるが、当局の見解
を伺う。

答 ▶ 昨年５月に配布した洪水
ハザードマップの周知をはじめ、
災害時における避難誘導等に関
して、射水市版のマイ・タイムライン※

や避難行動判定フローなどを活
用し自分や家族の避難行動をあ
らかじめ整理しておいていただき
たい。
水害等に対応する浸水深や避難
誘導標板の設置については、全国
的に実績が少なく、引き続き近隣
自治体の取組に注視していきたい。
問②▶ 65歳以上の重度心身障
がい者の医療費助成について、現
物給付を導入すべきと考えるが当
局の見解を伺う。

答 ▶ 65歳以上の重度心身障
がい者医療費助成については、県
単医療費助成制度の在り方の中
で県と市町村が検討している。本
市の現物給付の導入についても、

支援に積極的に取り組んできたと
認識しているが、風力発電設備の
設置には至っていない。今後の設
置の可能性について伺う。

答 ▶ 環境省の再生可能エネル
ギー情報システムによれば、自然
条件、社会条件、事業性試算条件
から推計した本市の陸上における
風力発電導入ポテンシャルはゼロ
とされており、洋上においても同
様であることから、本市での導入
は困難であると考えている。
問①ⅱ▶ 国の施策に乗り遅れない
対応や第３次総合計画にも明記
する予定であることを鑑み、プロ
ジェクトチーム等を立ち上げ推進
すべきと思うが、見解を伺う。

答 ▶ カーボンニュートラル※の
実現に向けた全庁的な取組の推
進を図るとともに、本市の地域特
性を活かした環境と経済が両立
できる取組を市民、事業者、行政

根 木　武 良 議員

吉 野　省 三 議員

1 水害等における浸水深及び
避難誘導の明示について

1

脱炭素社会に向けた本市
の取組について
ⅰ 開発行為洋上及び陸上での
風力発電設備設置の可能性
について

ⅱ カーボンニュートラル※の実現
に向けた本市の今後の取組
について

2
65歳以上の重度心身障
がい者の医療費助成につ
いて

3 本市の水田農業について

2 内川の安全対策について

一般質問

一般質問 それぞれの立場で行えるよう検討
を行う。
問②▶ 内川を散策する観光客が
多くなっている。万が一の転落に
備え、小型船舶用の救命浮輪と擁
壁を昇るはしごを両岸に一定間隔
で設置することを提案するが、見
解を伺う。

答 ▶ 提案も踏まえ、今後、どの
ような安全対策を講じる事ができ
るか、河川管理者である県を始め、
関係機関・団体及び地元地域と
協議してまいりたい。
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常任委員会 本会議で委員会に付託された主な議案の審議内容や所管事務の報告事項に関する
概要を紹介します。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

射
水
市
市
税
条
例
の

　
一
部
改
正
に
つ
い
て
　

　
　
　
　
　
（
議
案
第
53
号
）

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を

　
活
用
し
た
新
た
な

　
　
実
証
運
行
の

　
　
　
実
施
に
つ
い
て

第
４
次
射
水
市
行
財
政
改
革

　
集
中
改
革
プ
ラ
ン

　
　
令
和
３
年
度

　
　
　
　
改
訂
版（
案
）に
つ
い
て

問

　国
外
居
住
親
族
を
扶
養
す
る
納

税
義
務
者
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の

か
。

問

　「
電
動
カ
ー
ト
レ
ン
タ
カ
ー
」

が
運
行
可
能
エ
リ
ア
を
外
れ
た

り
、
乗
捨
て
ら
れ
た
り
し
た
場
合

は
ど
う
す
る
の
か
。

問

　ス
マ
ー
ト
窓
口
の
導
入（
行
政

手
続
の
デ
ジ
タ
ル
化
）と
は
ど
の

よ
う
な
取
組
な
の
か
。

問

　国
外
居
住
親
族
は
、
自
己
申
告

で
あ
っ
た
か
。

問

　今
回
の
改
正
に
よ
る
税
収
へ
の

影
響
は
ど
の
程
度
か
。

答
　
令
和
３
年
６
月
時
点
で
は
、
約

６
０
０
人
で
あ
る
。

答
　
運
行
可
能
エ
リ
ア
を
外
れ
る
と

警
報
が
鳴
り
、
利
用
者
に
お
知
ら

せ
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

乗
捨
て
に
対
し
て
は
、
位
置
情
報

を
把
握
す
る
な

ど
、
運
行
事
業
者

と
の
協
議
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
適
切
に
対

応
し
て
い
く
。

答
　
具
体
的
に
は「
申
請
書
を
書
か
な

い
窓
口
」
を
目
指
し
て
い
る
。
現
在

「
ス
マ
ー
ト
窓
口
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
」
を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
市
民
の
利
便
性
に
即
し
た

も
の
に
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

答
　
自
己
申
告
で
あ
り
、
出
生
証
明

書
等
の
一
定
の
書
類
を
添
付
す
る

必
要
が
あ
っ
た
が
、
所
得
要
件
は

確
認
で
き
な
か
っ
た
。
今
回
の
改

正
に
よ
り
、
30
歳
以
上
70
歳
未
満

の
国
外
居
住
親
族
は
、
原
則
と
し

て
扶
養
親
族
か
ら
除
外
さ
れ
る
。

答
　
個
人
市
民
税
で
約
３
千
万
円
の

増
収
で
あ
る
。

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
令
和
３
年
法
律
第
７
号
）
が

令
和
３
年
３
月
31
日
に
公
布
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
本
市
条
例
に
つ
い
て

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

【
改
正
内
容
】

・
個
人
市
民
税
の
非
課
税
限
度
額
に

お
け
る
国
外
居
住
親
族
の
取
扱

い
の
見
直
し

・
個
人
市
民
税
の
医
療
費
控
除
に
お

け
る
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
税
制
※
の
延
長

・
個
人
資
産
税
の
課
税
標
準
の
特
例

措
置
の
創
設

　「
高
齢
者
と
観
光
客
が
融
合
す
る
ま

ち
「
射
水
」
創
造
事
業
」
の
取
組
と
し

て
、
射
水
ベ
イ
エ
リ
ア
に
お
い
て『
べ

い
ぐ
る
ん
』及
び『
電
動
カ
ー
ト
レ
ン

タ
カ
ー
』の
実
証
運
行
を
行
う
も
の
。

　
国
の
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
集

中
改
革
と
足
並
み
を
揃
え
、
本
市
に

お
い
て
も
「
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
た

『
新
し
い
行
政
』へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

と
し
て
未
来
に
向
け
た
変
化
を
戦
略

的
に
進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
今

回
の
見
直
し
に
お
い
て
は
市
役
所
の

Ｄ
Ｘ
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
追
加

し
、
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

議
案
３
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
７
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

※
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
と
は

　
健
康
の
維
持
増
進
及
び
疾
病
の
予
防
と
し
て

一
定
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
方
が
、
そ
の
年
中

に
自
己
及
び
自
己
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者

そ
の
他
親
族
の
た
め
に
１
万
２
千
円
以
上
の
対

象
医
薬
品
を
購
入
し
た
場
合
、
所
得
税
及
び
住

民
税
の
算
定
の
際
に
、
１
万
２
千
円
を
超
え
た

金
額
が
８
万
８
千
円
を
限
度
と
し
て
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
る
制
度
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第
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地
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進
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付
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活
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し
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実
証
運
行
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実
施
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行
財
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改
革
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革
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令
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３
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案
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問　
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外
居
住
親
族
を
扶
養
す
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納

税
義
務
者
は
ど
の
く
ら
い
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る
の

か
。

問　
「
電
動
カ
ー
ト
レ
ン
タ
カ
ー
」

が
運
行
可
能
エ
リ
ア
を
外
れ
た

り
、
乗
捨
て
ら
れ
た
り
し
た
場
合

は
ど
う
す
る
の
か
。

問　
ス
マ
ー
ト
窓
口
の
導
入（
行
政

手
続
の
デ
ジ
タ
ル
化
）と
は
ど
の

よ
う
な
取
組
な
の
か
。

問　
国
外
居
住
親
族
は
、
自
己
申
告

で
あ
っ
た
か
。

問　
今
回
の
改
正
に
よ
る
税
収
へ
の

影
響
は
ど
の
程
度
か
。

答　

令
和
３
年
６
月
時
点
で
は
、
約

６
０
０
人
で
あ
る
。
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運
行
可
能
エ
リ
ア
を
外
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る
と

警
報
が
鳴
り
、
利
用
者
に
お
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ら

せ
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

乗
捨
て
に
対
し
て
は
、
位
置
情
報

を
把
握
す
る
な

ど
、
運
行
事
業
者

と
の
協
議
を
進
め

て
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る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
適
切
に
対

応
し
て
い
く
。
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具
体
的
に
は「
申
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書
を
書
か
な

い
窓
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」
を
目
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。
現
在

「
ス
マ
ー
ト
窓
口
ワ
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キ
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グ

グ
ル
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プ
」
を
立
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上
げ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
市
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の
利
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性
に
即
し
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も
の
に
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よ
う
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し
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い
る
。
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で
あ
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、
出
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が
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た
が
、
所
得
要
件
は

確
認
で
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今
回
の
改
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以
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原
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と
し
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扶
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か
ら
除
外
さ
れ
る
。
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個
人
市
民
税
で
約
３
千
万
円
の

増
収
で
あ
る
。

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
令
和
３
年
法
律
第
７
号
）
が

令
和
３
年
３
月
31
日
に
公
布
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
本
市
条
例
に
つ
い
て

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

【
改
正
内
容
】

・
個
人
市
民
税
の
非
課
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限
度
額
に
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け
る
国
外
居
住
親
族
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取
扱

い
の
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し

・
個
人
市
民
税
の
医
療
費
控
除
に
お

け
る
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
税
制
※
の
延
長

・
個
人
資
産
税
の
課
税
標
準
の
特
例

措
置
の
創
設

　
「
高
齢
者
と
観
光
客
が
融
合
す
る
ま

ち
「
射
水
」
創
造
事
業
」
の
取
組
と
し

て
、
射
水
ベ
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リ
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に
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ん
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び『
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カ
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』の
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国
の
行
政
の
デ
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化
へ
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集

中
改
革
と
足
並
み
を
揃
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、
本
市
に

お
い
て
も
「
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
た

『
新
し
い
行
政
』へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

と
し
て
未
来
に
向
け
た
変
化
を
戦
略

的
に
進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
今

回
の
見
直
し
に
お
い
て
は
市
役
所
の

Ｄ
Ｘ
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
追
加

し
、
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

議
案
３
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
７
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

※
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
と
は

　

健
康
の
維
持
増
進
及
び
疾
病
の
予
防
と
し
て

一
定
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
方
が
、
そ
の
年
中

に
自
己
及
び
自
己
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者

そ
の
他
親
族
の
た
め
に
１
万
２
千
円
以
上
の
対

象
医
薬
品
を
購
入
し
た
場
合
、
所
得
税
及
び
住

民
税
の
算
定
の
際
に
、
１
万
２
千
円
を
超
え
た

金
額
が
８
万
８
千
円
を
限
度
と
し
て
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
る
制
度



82021.11.1� いみず市議会だより

民
生
病
院
常
任
委
員
会

令
和
３
年
度
射
水
市

　

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　
　
（
第
１
号
）（
議
案
第
50
号
）

市
内
に
お
け
る

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

　

の
発
生
状
況
に
つ
い
て

越
中
大
門
駅
周
辺

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想

　
　

の
策
定
に
つ
い
て

問　
検
温
業
務
委
託
の
内
容
及
び
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

問　
基
本
構
想
策
定
後
の
流
れ
に
つ

い
て
伺
う
。

問　
越
中
大
門
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
に
つ
い
て
は
、
事
業
が
順
調

に
進
ん
だ
と
し
て
も
、
３
～
４
年

後
と
考
え
て
よ
い
か
。

問　
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
自
宅
療

養
者
情
報
に
つ
い
て
、
富
山
県
を

含
む
７
道
県
が
市
町
村
と
共
有
し

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
射
水
市

に
お
け
る
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

問　
今
後
の
感
染
拡
大
に
備
え
、
自

宅
療
養
者
に
対
す
る
生
活
支
援
に

向
け
た
準
備
を
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
ど
う
か
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
発
生
以
来
、
来
院
者
全
員
を
対
象

に
、
市
民
病
院
入
口
で
検
温
を
実
施

し
て
い
る
。
職
員
が
交
代
で
検
温
業

務
に
当
た
っ
て
き
た
が
、
今
年
度
か

ら
検
温
業
務
の
一
部
を
外
部
に
委
託

す
る
も
の
で
あ
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
進
む
中
で
、
今
後
、
人
を
配
置
せ

ず
検
温
業
務
を
実
施
す
る
課
題
と
し

て
、
車
い
す
利
用
者
や
お
子
さ
ん
の

対
応
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
卓

答　

基
本
構
想
の
策
定
後
、
具
体
的

な
個
々
の
事
業
を
進
め
て
い
く
。

例
え
ば
、
越
中
大
門
駅
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
で
は
、
ま
ず
基
本

設
計
を
行
い
、
国
の
事
業
採
択
を

受
け
て
、
詳
細
設
計
、
工
事
と
な

り
、
あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道
株
式

会
社
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
進
め

て
い
く
こ
と
と
な
る
。

答　

順
調
に
進
ん
だ
と
し
て
も
、
そ

の
程
度
の
期
間
は
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

答　

現
時
点
に
お
い
て
、
自
宅
療

養
者
の
氏
名
や
住
所
な
ど
の
情
報

が
、
県
か
ら
一
律
に
市
へ
提
供
さ

れ
る
と
い
う
状
況
に
は
な
っ
て
い

な
い
。
生
活
支
援
を
行
う
た
め
、

市
か
ら
要
望
し
、
か
つ
、
療
養
者

本
人
の
同
意
が
得
ら
れ
た
場
合

に
、
情
報
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
要
望
先

と
な
る
窓
口
や
方
法
に
つ
い
て
、

早
期
に
示
す
よ
う
、
県
へ
要
請
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

答　

現
在
、
自
宅
療
養
者
が
必
要

と
す
る
も
の
を
買
っ
て
送
り
届
け

る
、
買
い
物
代
行
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
準
備

を
進
め
て
い
き
た
い
。

上
タ
イ
プ
の
検
温
装
置
と
消
毒
用
自

動
噴
霧
器
を
購
入
し
、
検
温
体
制
の

整
備
を
図
る
。

　

収
益
的
収
支
を
そ
れ
ぞ
れ
94
万
９
千

円
増
額
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
自
動
噴

霧
器
の
購
入
費
及
び
検
温
業
務
委
託
料

を
計
上
す
る
も
の
。
ま
た
、
資
本
的
収

支
を
そ
れ
ぞ
れ
81
万
４
千
円
増
額
し
、

医
療
器
械
及
び
卓
上
タ
イ
プ
の
検
温
装

置
の
購
入
費
を
計
上
す
る
も
の
。

　

射
水
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
お
い
て
、
移
動
等
円
滑
化
促
進

地
区
の
一
つ
で
あ
る
大
門
・
大
島
地
区

の
越
中
大
門
駅
周
辺
を
重
点
整
備
地
区

に
位
置
付
け
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
向

け
た
事
業
を
具
体
化
し
、
重
点
的
か
つ

一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
、
越
中
大
門

駅
周
辺
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
を
策

定
す
る
も
の
。

　

９
月
17
日
現
在
で
、
市
内
の
感
染
者

の
累
計
は
、
３
７
５
人
で
あ
り
、
直
近

の
新
規
感
染
状
況
と
し
て
は
、
若
い
年

代
の
感
染
者
が
増
加
し
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
感
染
症
対
策
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、

市
民
が
安
心
し
て
少
し
で
も
早
く
接
種
で

き
る
よ
う
体
制
整
備
に
努
め
て
い
く
。

議
案
７
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
８
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

射
水
市
地
域
経
済
牽
引
事
業
の

　

促
進
に
よ
る
地
域
の　

　

成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に

　

関
す
る
法
律
の
施
行
に

　
　

伴
う
固
定
資
産
税
の

　
　

課
税
免
除
に
関
す
る

　
　

条
例
の
一
部
改
正
に

　
　

つ
い
て
（
議
案
第
57
号
）

射
水
市
立
地

　

適
正
化
計
画
に

　
　

つ
い
て

鳥
越
調
整
場
低
区

　

調
整
池
耐
震
補
強
工
事
の

　
　

請
負
契
約
に
つ
い
て

問　
対
象
と
な
る
の
は
ど
ん
な
施
設

で
、
こ
れ
ま
で
課
税
免
除
に
な
っ

た
の
は
何
件
か
。

問　

こ
の
計
画
は
平
成
26
年
か
ら

制
度
化
さ
れ
て
い
る
が
、
全
国
の

状
況
は
ど
う
か
。

問　
調
整
場
は
他
に
何
か
所
あ
り
、

耐
震
化
は
大
丈
夫
か
。

問　
こ
の
工
事
に
よ
り
耐
用
年
数
は

ど
の
程
度
延
び
る
の
か
。

答　

全
国
で
は
都
市
圏
に
お
い
て
策

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
多
い
。
県

内
に
お
い
て
は
、
６
市
１
町
で
策

定
済
み
で
あ
り
、
現
在
は
本
市
と

１
町
が
策
定
中
で
あ
る
。

答　

主
要
施
設
と
し
て
、
上
野
第

１
か
ら
第
３
調
整
池
と
、
鳥
越
低

区
調
整
池
の
４
つ
が
メ
イ
ン
で
あ

る
。
昨
年
度
、
上
野
第
３
調
整
池

の
耐
震
工
事
が
終
わ
り
、
他
に
つ

い
て
は
耐
震
性
能
が
な
い
。

答　

耐
震
工
事
に
よ
っ
て
耐
用
年
数

は
延
び
な
い
が
、
内
面
の
防
食
工

事
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実

使
用
年
数
は
1.5
倍
延
び
る
と
考
え

て
い
る
。

答　

法
に
規
定
す
る
同
意
基
本
計

画
に
定
め
ら
れ
た
促
進
区
域
内
に

お
い
て
、
医
薬
品
関
連
産
業
、
電

子
デ
バ
イ
ス
関
連
産
業
、
高
度
技

術
等
を
活
用
し
た
も
の
づ
く
り
産

業
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業
、
情

報
通
信
技
術
関
連
産
業
、
食
料

品
・
飲
料
製
造
関
連
産
業
、
物
流

関
連
産
業
の
た
め
の
施
設
が
対
象

と
な
る
。

　
　

こ
れ
ま
で
８
事
業
者
が
課
税
免

除
に
な
っ
た
。

　

地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ

る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に

関
す
る
法
律
第
26
条
の
地
方
公
共
団

体
等
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
本
条
例
に
基
づ
く
固
定
資
産

税
の
課
税
免
除
の
対
象
と
な
る
施
設

の
設
置
期
間
が
令
和
５
年
３
月
31
日

ま
で
に
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

本
市
条
例
中
の
設
置
期
間
に
お
い
て

も
同
様
に
改
正
す
る
も
の
。

　

急
速
な
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
る

中
、
「
射
水
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン（
令
和
２
年
６
月
策
定
）」で

示
し
た
「
多
核
連
携
型
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
実
現
を
目
指
し
、
住
居
及
び

都
市
機
能
の
誘
導
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
す
る
。

　

耐
震
診
断
調
査
を
し
た
と
こ
ろ

耐
震
補
強
が
必
要
と
の
結
果
が
示

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
上
野
第
３
調

整
池
に
引
き
続
き
工
事
を
実
施

し
、
将
来
的
に
も
機
能
を
損
な
わ

な
い
よ
う
強
靭
な
施
設
と
な
る
よ

う
整
備
を
行
う
も
の
。

【
施
設
概
要
】

・
築 

年 

数

　
　

平
成
７
年
（
26
年
経
過
）

・
構　
　

造

　
　

プ
レ
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト

・
形　
　

式

　
　

地
上
式
調
整
池
（
円
形
）

・
形
状
寸
法

　
　

Ｐ
Ｃ
造

　
　
　

（
内
径
３
５
．８
ｍ
×

�

高
さ
１
０
．０
ｍ
）

・
基
礎
形
状　

杭
基
礎

・
有
効
容
量

　
　

１
０
，０
０
０
㎥

議
案
１
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
６
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
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特別委員会 本会議で委員会に付託された主な議案の審議内容や所管事務の報告事項に関する
概要を紹介します。

予
算
特
別
委
員
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

令
和
３
年
度
射
水
市

　

一
般
会
計
補
正
予
算　

　
　
（
第
４
号
）（
議
案
第
46
号
）

【
一
般
会
計
】

自
治
会
加
入
率
に
つ
い
て

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
】

配
食
み
ま
も
り
サ
ー
ビ
ス

事
業
に
つ
い
て

【
病
院
事
業
会
計
】

在
宅
医
療
の
充
実
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
射
水
市

　

一
般
会
計
補
正
予
算　

　
　
（
第
５
号
）（
議
案
第
60
号
）

問　
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
た
め
小
中

学
生
に
一
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
配
付
し
て
い
る
が
、
県
外
で
そ
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
い
じ
め
の
道
具

に
な
っ
た
事
例
が
発
生
し
た
。
本
市

の
管
理
体
制
や
対
策
は
ど
う
か
。

問　
令
和
２
年
度
の
自
治
会
加
入
率
は

79
．６
％
で
あ
る
。今
後
下
が
り
続
け
た
場

合
、ど
う
い
う
課
題
が
想
定
さ
れ
る
か
。

問　
令
和
２
年
10
月
か
ら
民
間
活
力

を
導
入
し
て
い
て
利
用
者
数
は
84

人
と
い
う
実
績
で
あ
る
。
ど
の
よ

う
な
形
態
で
行
っ
て
い
る
の
か
。

問　
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
そ

し
て
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
に
伴
い
在
宅

診
療
が
増
え
て
く
る
と
思
う
が
、
市
民

病
院
で
は
ど
の
よ
う
な
実
態
か
。

答　

授
業
や
家
庭
で
の
活
用
内
容
や

児
童
生
徒
の
現
在
の
ス
キ
ル
の
程

度
を
踏
ま
え
て
、
チ
ャ
ッ
ト
機
能

や
通
話
機
能
、
グ
ル
ー
プ
作
成
機

能
の
利
用
制
限
を
行
っ
て
お
り
、

児
童
生
徒
が
個
別
に
自
由
な
や
り

取
り
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
Ｉ
Ｄ

は
、
他
人
に
推
測
さ
れ
な
い
よ
う

運
用
し
て
い
る
。

　
　

併
せ
て
、
情
報
モ
ラ
ル
や
使
用

ル
ー
ル
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
保
護
者
に
も

ル
ー
ル
や
個
人
情

報
の
取
り
扱
い
等

に
つ
い
て
周
知

し
、
理
解
と
協
力

を
求
め
て
い
る
。

答　

下
が
っ
た
要
因
は
、
高
齢
者
の
世

帯
分
離
や
ア
パ
ー
ト
の
増
加
な
ど
に
よ

る
も
の
と
考
え
る
。
本
市
に
お
い
て

は
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
大

き
な
役
割
を
自
治
会
に
担
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
困
難
に
な
っ
て

く
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
。

答　

従
来
は
週
１
回
の
配
食
を
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
た
が
、

高
齢
化
や
人
員
不
足
に
よ
り
継
続
が

難
し
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
は

６
事
業
者
で
行
っ
て
い
る
。
弁
当
の

実
費
は
利
用
者
負
担
で
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等

の
見
守
り
を
行
っ
て
い
る
。

答　

当
院
で
は
在
宅
で
診
療
を
受
け

る
方
法
と
し
て
定
期
通
院
患
者
さ

ん
に
電
話
診
療
を
行
っ
て
い
る
。

多
い
日
で
20
人
程
度
対
応
し
た
。

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
14
億
１,
６
３
６

万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
４
０
０
億

２,
４
５
４
万
６
千
円
と
す
る
も
の
。

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
６
千
万
円

を
追
加
し
、
総
額
を
４
０
０
億
８,

４
５
４
万
６
千
円
と
す
る
も
の
。

令
和
３
年
度
射
水
市
一
般
会
計
補
正
予

算（
議
案
第
46
号
）及
び（
議
案
第
60
号
）

を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

「
通
年
議
会
」や「
議
員
活
動
の
実
態
把
握
」な

ど
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
と
し
て
検
討
し

て
き
た
内
容
を
確
認
し
、
議
長
へ
の
報
告
書

と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。（
報
告
書
は
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

決
算
特
別
委
員
会
が
９
月
定
例
会
に
お
い

て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
前
年
同
様

今
回
の
特
別
委
員
会
も
現
任
と
前
任
の
議

長
及
び
議
会
選
出
の
監
査
委
員
を
除
く
15

名
の
議
員
で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
10
日

９
月
27
日

９
月
28
日

【
主
な
事
業
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
協
力
金

・
高
齢
者
福
祉
施
設
の
改
修
等
に
対

す
る
補
助
金　

な
ど
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９ 月 定 例 会 会　期
９月２日～９月29日　28日間

議決結果一覧表
［議　案］

［認　定］

【議案等議員別賛否一覧】

番 号 件　　　　名 結 果

第46号 令和３年度射水市一般会計補正予算（第４号） 可決

第47号 令和３年度射水市国民健康保険事業特別会計
補正予算（第１号） 可決

第48号 令和３年度射水市後期高齢者医療事業特別会
計補正予算（第１号） 可決

第49号 令和３年度射水市介護保険事業特別会計補正
予算（第１号） 可決

第50号 令和３年度射水市病院事業会計補正予算（第
１号） 可決

第51号 射水市個人情報保護条例の一部改正について 可決

第52号
射水市行政手続における特定の個人を識別す
るための番号の利用等に関する法律に基づく
個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関
する条例の一部改正について

可決

第53号 射水市市税条例の一部改正について 可決

第54号 射水市手数料条例の一部改正について 可決

第55号 射水市家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部改正について 可決

第56号
射水市特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部改正について

可決

第57号
射水市地域経済牽引事業の促進による地域の
成長発展の基盤強化に関する法律の施行に伴
う固定資産税の課税免除に関する条例の一部
改正について

可決

第58号 令和２年度射水市水道事業会計未処分利益剰
余金の処分について 可決

第59号 令和２年度射水市下水道事業会計未処分利益
剰余金の処分について 可決

第60号 令和３年度射水市一般会計補正予算（第５号） 可決

番 号 件　　　　名 結 果

第１号 令和２年度射水市一般会計歳入歳出決算認定
について 認定

第２号 令和２年度射水市国民健康保険事業特別会計
歳入歳出決算認定について 認定

第３号 令和２年度射水市後期高齢者医療事業特別会
計歳入歳出決算認定について 認定

番 号 件　　　　名 結 果

第４号 令和２年度射水市介護保険事業特別会計歳入
歳出決算認定について 認定

第５号 令和２年度射水市水道事業会計決算認定につ
いて 認定

第６号 令和２年度射水市下水道事業会計決算認定に
ついて 認定

第７号 令和２年度射水市病院事業会計決算認定につ
いて 認定

［報　告］
番 号 件　　　　名 結 果

第８号 専決処分の報告について −

第９号 令和２年度射水市健全化判断比率の報告につ
いて −

第10号 令和２年度射水市資金不足比率の報告につい
て −

第11号 令和２年度射水市継続費精算報告について
（一般会計） −

［請　願］
番 号 件　　　　名 結 果

第１号 コロナ禍による米の需給改善と米価下落の対
策を求める請願 不採択

［諮　問］
番 号 件　　　　名 結 果

第４号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について

異議なき
旨答申

［議員提出議案］
番 号 件　　　　名 結 果

第２号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方
税財源の充実を求める意見書 可決

番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
議
決
結
果

議員名

加
治 

宏
規

高
畑 

吉
成

根
木 

武
良

瀧
田 

孝
吉

島　

 

正
己

菊　

 

民
夫

中
川 

一
夫

中
村 

文
隆

欠 

員

山
崎 

晋
次

石
黒 

善
隆

不
後 　

昇

吉
野 

省
三

伊
勢　

 

司

津
田 

信
人

堀　

 

義
治

竹
内
美
津
子

奈
田 

安
弘

高
橋 

久
和

欠 

員

小
島 

啓
子

欠 

員

議案第46号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

−

○

※

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

−

○

−

可決
議案第58号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第59号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
認定第１号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
認定第２号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
認定第３号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
認定第５号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
認定第６号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 認定
請願第１号 × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × 不採択

議員提出議案第２号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
○…賛成　×…反対　※…議長は採決に加わりません。
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●広報委員会［委員長］島　 正己　［副委員長］山崎 晋次
　　　　　　［委　員］瀧田 孝吉、中村 文隆、石黒 善隆、吉野 省三、堀　 義治、奈田 安弘、小島 啓子

次の定例会は12月です
　会期日程は、決まり次第ホームページに
掲載します。
　詳しくは、議事調査課（TEL 51-6610）
までお問い合わせください。

　皆さんの傍聴をお待ち
しています。ご希望の方
は、議会開催日に本庁舎
５階・議会事務局までお
越しください。

　コロナ禍もあり日本では今、全国的に官民問わずＤＸ化推進に取り組んでいます。本市でも遂に
ＤＸビジョンが示されました。このような黎明期には先んじた者が全てを制すのが常であり、何より
もスピードが重視されます。我が射水市は標準市として国のＤＸモデル都市となり得るポテンシャ
ルがあると考えています。広報等配布物のデジタル配信や連絡機能により町内会世話人の担い手
不足を補い、生活必需品のオンライン注文宅配による買い物難民の解消、災害や緊急時の安否確
認や将来的には自動運転バスの配車等に至るまで、まさに市の未来を左右する大きな取組です。希
望者全員を置き去りにすることなく強力にサポートし、推し進めていければと考えています。

中村　文隆　広報委員会委員（産業建設常任委員会委員長）編集後記

傍聴者数

本会議……24�人
委員会……52�人

合計 76�人

９月定例会

議 信通会
～市議会だより用語解説～
カーボンニュートラル

（P2、6）

要配慮者
（P4）

福祉避難所
（P4）

マイタイムライン
（P6）

議会だよりNo.63号でお知らせしていました議会報告会は新型コロナウイルス感染症拡大の情勢から、来場者及び関係者
の健康面、安全面を第一に考え、開催を中止しました。参加を予定しておられました皆様には大変ご迷惑をおかけしまし
たが、何卒ご理解くださいますようお願いします。

温室効果ガスの排出量と
吸収量を均衡させること

高齢者、障がい者、乳幼児
その他の特に配慮を要する者

一般避難所での避難生活が
困難な方、いわゆる要配慮
者のための
避難所

台風の接近等によって大規
模な土砂災害が発生する時
に備えて、「いつ」「誰が」
「何をするのか」を時系列で
整理しておく避難行動計画

+CO2 -CO2＝

アウトリーチ支援員
（P2）

社会福祉の分野で支援機関
が、支援拠点に足を運べな
い人に向けて
訪問型の支援
をする者

ハンズオン支援
（P3）

経営課題を抱える中小企業
などを対象に経験豊富な専
門家を派遣し、
さまざまな経営
アドバイスを提
供すること

代表質問・一般質問における用語を
解説しています。
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